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　産業研究所では、2009 年 4 月以来、福井幸男元所長のもとで関西生産性本部と生産性運動
の役割と意義に関する研究を行う方向で調整を進め、同年 11 月に、日本生産性本部から「生




かつ研究の過程での成果を授業にも還元することを意図して、2012 年 4 月から 3 年間の予定
で産業研究所の研究プロジェクトの 1つとして「生産性の現代的意義」をテーマとするプロジェ
クト（代表者：梶浦昭友）を立ち上げた。
　このプロジェクトでは、「生産性が未来を拓く」と題して、2012 年度秋学期と 2013 年度秋
学期に「商学部共通特論・経済学部経済学トピックス」での授業還元を行った。14回の講義中、








だき、産学の産の部分の企画にご協力いただいた関西生産性本部の 2 名の方々と学内研究員 2
名で、中間的な論考をまとめることを企画した。とくに関西における生産性運動と生産性の向
上に向けた各種活動を主導してきた関西生産性本部の辻本健二特別顧問と坂東学人材開発部長
には、日々の多様な業務の中でご執筆いただき、心から感謝申し上げるとともに、引き続きプ
ロジェクトの産学連携での運営にご協力いただければ幸いである。
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